
天売島で生まれ育った猫『天売猫』の里親になりませんか？
海鳥の楽園である天売島の生態系を守るために、野良猫を保護し譲渡をしています。

※天売猫以外の保護猫・犬も参加します。

酪農学園大学 D1号館
（獣医保健看護棟）101号室
江別市文京台緑町582番地
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き

「人と海鳥と猫が共生する天売島」連絡協議会の取り組み

不妊去勢手術や病気のケアをします 人に馴れさせるようお世話をします 譲渡会を開催し里親を探します野良猫を保護します

預かりボランティアも
随時募集中です！

■主催／「人と海鳥と猫が共生する天売島」連絡協議会［事務局（羽幌町役場町民課） 電話0164-68-7003］
　構成団体：羽幌町役場 町民課、北海道 環境生活部環境局生物多様性保全課、環境省 羽幌自然保護官事務所、公益社団法人 北海道獣医師会、北海DOぶつnet［犬のM基金、ニャン友ねっとわーく北海道、
　酪農学園大 幸せのしっぽ、リアルドッグフード、NPO法人 猫たちを守る十勝Wishの会、NPO法人 猫と人を繋ぐツキネコ北海道、大学生ボランティア］

■協力／酪農学園大学
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●羽幌町

Webページ http://www.teuri-neko.net                     https://www.facebook.com/teuri.neko
『天売猫』の譲渡会情報はこちらのホームページで随時更新中です！ Facebookページに「いいね！」をお願いします！

●当日に猫のお引き渡しはできません。会場にて面談の上、譲渡の可否を決定し、後日直接ご自宅へお届けいたします。
　その際に譲渡誓約書へご記入・捺印をしていただきますのでご了承ください。
●譲渡希望者多数の場合は、抽選になりますのでご了承ください。
●未成年の方は保護者の同意と誓約書の記入・捺印が必要です。
　また、高齢の方への譲渡にもいくつか条件がありますのでお問い合わせください。
●猫たちは随時譲渡していますので、写真の子がいない場合もありますのでご了承ください。

ご来場前に
事前に

お読みください

譲渡会と預かりボランティアのお問合せは／ニャン友ねっとわーく北海道  TEL 090-3391-0841（10:00～19:00）
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天売猫の預かりボランティアも募集中です！
　人に馴れるまで、ご自宅などで天売島の野良猫を預かってもらい、
日常のお世話をしていただく預かりボランティアも募集しています。
●ケージや食器類一式を貸し出します。
●食餌やトイレ用砂などの消耗品は原則1ヶ月分提供します。
●天売猫の特性や馴化方法について詳しく記載した『天売猫
　手帳』をお預けします。
●先住猫の有無や住環境などを確認させていただき、預かりの可
　否を決定します。
※預かりボランティアにはいくつか条件がありますので、まずは
　ニャン友ねっとわーく北海道までお問い合わせください。

シェルターなどの施設と比べて、感染症のリスクが少ないほか、人間の
生活音を聞きながら暮らすことで、早く馴化が進むと考えています。

札幌市から羽幌町までは約185km、天売島まではフェリーが運行しています。海鳥は島の西側、
人は東側でそれぞれ棲み分けて暮らしています。
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←絶滅危惧種のウミガラス（オロロン鳥） 

090-3391-0841
電話番号［10:00～19:00］

011-204-8622
FAX［24時間受付］

teuri-neko@nyantomo.jp
メール［24時間受付］預かりボランティアお申し込み・お問合せ先

ニャン友ねっとわーく北海道
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『海鳥の楽園』天売島
　天売島は、北海道北西部の日本海に浮かぶ人口約330人の小さな島。島の西
側の断崖部には、春から夏にかけて絶滅危惧種のウミガラスやケイマフリなど、
8種類約100万羽の海鳥が繁殖のためにやってきます。この貴重な海鳥の生息
環境を保護するために、海鳥繁殖地は天然記念物や国定公園、鳥獣保護区など
に指定されています。
　しかし、天売島で繁殖する海鳥のうち約8,000羽いたウミガラスが、30羽前後
に激減したほか、約3万羽いたウミネコが、1000羽以下になるなど、いくつかの
海鳥ではその生息数が減少しています。
　その要因の一つとして考えられているのが、島で増えてしまった野良猫です。
そのため、環境省、羽幌町、 北海道、北海道獣医師会と猫の保護団体が手を組
み、「人と海鳥と猫が共生する天売島」連絡協議会を発足し、猫を保護し*馴化
（じゅんか）させてから里親を探す活動を行っています。

*馴化（じゅんか）とは
　野良猫を人が飼えるように馴らすことを馴化といいます。どのくらいの期間
で馴れるかは猫の性格や人馴れ度によって異なります。

天売猫と一緒に暮らしてみませんか？
　天売猫は全体的に丸顔の子が多いことが特徴です。もともと野良猫であった
ため、まだ充分に人馴れしていない子もいれば、スリスリゴロゴロゴロ甘えん坊
でボランティアさんにも人気の子などさまざまですが、いずれも大事な命である
ことに変わりはありません。
　最期まで末長く面倒を見てくださる方のご連絡をお待ちしています。

約50匹の天売猫が卒業しました
　当協議会では、天売島にいる約200～300匹の野良猫を2014年秋から本格
的に保護し、北海道獣医師会の協力で不妊手術や病気のケアを行い、羽幌町の
北海道海鳥センターや、北海道内各地のボランティアの手により『天売猫』とし
て馴化しています。
　馴化した天売猫はHPや譲渡会などで広く飼い主を募集し、2015年夏までに
約50匹の猫が新しい里親さんの元で幸せに暮らしています。

貴重な海鳥たちの楽園で増えすぎてしまった野良猫たち。
この猫たちを殺処分することなく、
適正に飼育する環境づくりに取り組んでいます。

絶滅危惧種のウミガラス（写真左）とケイマフリ（写真右）。


